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【手続補正書】
【提出日】平成22年10月26日(2010.10.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技盤の遊技領域に遊技球を発射して遊技が行なわれ、遊技者に有利な大当り遊技状態
に制御可能な弾球遊技機であって、
　遊技演出を複数種類の演出態様のうちより遊技者からの演出態様指示にもとづいて選択
する演出を実行する演出実行手段を備え、
　前記演出実行手段は、
　　遊技者からの前記演出態様指示を検出する指示検出手段と、
　　所定の受付期間中に前記指示検出手段が検出した前記演出態様指示を受付けることが
可能な指示受付手段と、
　　前記指示受付手段が前記所定の受付期間に受付けた前記演出態様指示に対応した演出
態様を、実行する演出態様として決定する演出態様決定手段とを含み、
　前記演出態様決定手段は、前記所定の受付期間内に前記演出態様指示がなかったときに
は、前記演出態様指示がなかったときに対応した所定の演出態様を前記実行する演出態様
とする決定を行ない、
　前記演出態様指示があったときとなかったときとのいずれでも、前記演出態様決定手段
により決定された演出態様の実行タイミングは同じであることを特徴とする、弾球遊技機
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　（１）　遊技盤（遊技盤６）の遊技領域（遊技領域７）に遊技球（パチンコ玉）を発射
して遊技が行なわれ、遊技者に有利な大当り遊技状態に制御可能な弾球遊技機（パチンコ
遊技機１）であって、
　遊技演出を複数種類の演出態様（たとえば、図柄，キャラクタ，背景，演出のストーリ
ー等）のうちより遊技者からの演出態様指示（たとえば、演出態様の選択）にもとづいて
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選択する演出を実行する演出実行手段（図３０参照）を備え、
　該演出実行手段は、
　　遊技者からの前記演出態様指示を検出する指示検出手段（たとえば、光センサ６１，
６２，６３等）と、
　　所定の受付期間中（図３０のＳＱ１８，ＳＱ１９参照）に前記指示検出手段が検出し
た前記演出態様指示を受付けることが可能な指示受付手段（図３０のＳＱ０２，ＳＱ０５
参照）と、
　　前記指示受付手段が前記所定の受付期間に受付けた前記演出態様指示に対応した演出
態様を、実行する演出態様として決定する演出態様決定手段（図３０のＳＱ２０等参照）
とを含み、
　前記演出態様決定手段は、前記所定の受付期間内に前記演出態様指示がなかったときに
は、前記演出態様指示がなかったときに対応した所定の演出態様（図３０のＳＱ０４等参
照）を前記実行する演出態様とする決定を行ない、
　前記演出態様指示があったときとなかったときとのいずれでも、前記演出態様決定手段
により決定された演出態様の実行タイミングは同じである（図３６のＳＵ２０、ＳＵ２２
）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上述の構成によれば、所定の受付期間内に遊技者からの演出態様指示がなされなかった
場合には、演出態様指示がなかったときに対応した所定の演出態様を実行する演出態様に
決定し、その演出態様により演出が行なわれる。これにより、遊技者からの演出態様指示
がないことによるエラー発生を事前に防止することができる。また、遊技者からの演出態
様指示がないときに演出態様をランダムに自動選択させる制御を新たに設ける必要が無く
制御負担を格段に軽減させることができる。また、演出態様指示があったときとなかった
ときとのいずれでも、演出態様決定手段により決定された演出態様の実行タイミングは同
じである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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